
744 安武-岡 山地力ニ於ケル消牝器内寄生蟲患者ノ統計的觀察

岡 山地 方 ニ於 ケ ル消 化 器 内

寄 生 蟲 患 者 ノ統 計 的觀 察

岡山醫科大學第一内科教室(主 任金子教授)

安 武 輝 一

我國 ニ於 ケル人體寄生蟲 ル分布状態 ニ關 シテハ既 ニ各地 ニ於 テ多數 ノ統 計的報告 ア

リ.我 岡山地 方ニ於 テモ先年清水氏4)ハ二,三 部落ニ出張 シ糞便 檢査 ヲ行 ヒ其成績 ヲ

發表 セ リ.然 レドモ此種 ノ統 計 ニハ嚴密 ナル糞 便檢査 ヲ要 シ一人 ノ力 ヲ以 テシテハ到

底 一時 ニ廣汎 ナル地域ニ亙 リテ多數 ノ材料 ヲ基礎 トスルコ ト困難 ナル ヲ以 テ一地方ニ

於 ケル寄 生蟲分布状態 ノ充分 ナル知見 ヲ得 ン トスル ニハ勢 ヒ此種 ノ多數 ノ統計ニ據 ラ

ザルベカラズ.

我岡山醫科 大學 第 一内科教室 ニ於 テハ過 グル大正6年 ヨリ同10年 ニ至 ル5箇 年間

外來患者全部 ニ就 テ(事情 ノ許 ス限 リ)詳細 ナル糞 便檢査 ヲ施行 シ寄生蟲卵 ヲ探 索 セル

ヲ以 テ茲 ニ其結果 ニ就 キ統計的觀察 ヲ試 ミント欲 ス.

糞便檢査 ハ毎常 「アンチフォルミン」集卵 法ニヨ リ可及的詳細 ニ行ハ レタ レ共之ハ數

年 ニ亙 リ多數 ノ人 ノ手 ヲ經 タル ヲ以 テ其嚴密度ハ一人 ノ檢索者 ニ ヨリ行 ハレタル 一定

例數 ノ探 索 ノ結果 ニ及 バザルハ勿論 ナリ.然 レ共余 ガ統 計 ニ於 テハ觀察 ハ5箇 年 ニ亙

リ其材料 ハ岡山市 ヲ中心 トシ縣下竝 ニ廣 島,香 川,兵 庫 ノ一部分 ヲ含 メル一大地方 ニ

關係 スル ヲ以 テ其成績 ハ寄生蟲 ノ地方的分布 ノ大綱 ヲ知ル上 ニ於 テ稗益スル所尠 カラ

ザル ベキヲ信 ズ.

一 .五 箇 年 間 ノ 總 括 的 觀 察

第 一 表

本表 ニ於 テ第一ニ注 目スベ キハ寄生蟲卵 ヲ證明セザル例 ガ各地 ニ於 ケル諸家 ノ統 計

ニ比 シ比較的多數 ナル點 ナ リ.即 チ東京入澤 内科 ニ於 ケル堀澤氏1)ニ 據 レバ非寄生蟲

50



安武-岡 山地カニ於クル消化器内寄生蟲患者ノ統計的觀察 745

卵排出者ハ僅 ニ10%,大 阪師範學校生徒 ニ就 テノ吉田氏2)ノ統計 ニヨレバ之ハ26.8%,

金澤師範生徒 ニ就 テノ林氏3)ノ分 ニヨレバ23%,岡 山市附近村落 ニ於 ケル清水氏 ノモ

ノ号 ヨ レバ約19%ニ シテ總 テ余 ノ統 計ノ結 果 ヨリ遙 ニ少數 ナリ.之 蓋 シ一ハ既述 ノ

如 ク余 ノ場合 ニ於 テハ多數 ノ人 ノ檢索 ヲ經 タル ヲ以 テ極 メテ少數 ノ蟲卵 ヲ排出セル例

ヲ逸 シタルニモ由 ランガ,又 一 ハ本統計ガ廣 キ區域 ニ亙 リ各階級 ヲ網羅 セル事 モ多少

關與セルモ ノナラン.

次 ニ各寄生蟲 ノ種類 ニ就 テ見 ルニ各地 ニ於 ケル前記諸氏ノ統計 ニ據 レバ鞭蟲卵 ヲ證

明 セル場合最モ多 キモ,余 ノ統計 ニ於 テハ蛆蟲卵 ヲ排出 セル例最 モ多數 ニシテ鞭蟲之

ニ亞ゲ リ.此 點 ハ岡山附近村落 ニ於 ケル清水氏ノ統計 ノ成績 ト一致 ス.

十二指腸蟲竝 ニ箆形二口蟲ハ岡山附近 ガ此種寄生蟲病 ノ流行 地 ト看做 サル ルニ拘 ラ

ズ比較的少數 例 ニ於 テ證明 セラレタ リ.今 強 キ病原性 ヲ有スル此二者 ニ就 テ前 記諸氏

ノ統計 ノ成績 ト比較スル ニ次ノ如 シ.

第 二 表

兩蟲 ノ分布 ガ各者 ノ統計ニ於 テ斯 ク大 ナル差異 ヲ示 スハ其地 方 ト材料 ノ數及 ゼ質 ヲ

異 ニスル爲 ニ シテ余 ル統計ニ於 テ比較的中庸 ノ數 ヲ示 スハ範圍 ノ廣 キ ト數 ノ大 ナルガ

爲 ナル ベ シ.

次 ニ男女別 ニ就 キテ觀 ルニ大體 ニ於 テ著差 ヲ示 サザル モ蛔蟲,鞭 蟲,嶢 蟲等 ノ比較

的無害 ナル寄生蟲 ハ女子 ニ多 ク,十 二指腸蟲,箆 形二口蟲等ハ男 子ニ多 シ.少 數 ナル

モ條蟲又然 リ.感 染 ノ機會 ト男女 ノ關係 トニ所以スル モノナ ランガ,又 興味 アル事實

ト云 フ ベ シ.

二.年 度 別 ニ依 ル 統 計 的 觀 察

第 三 表　(大正六年度)
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第 四 表　(大正七年度)

第 五 表　(大正八年度)

第 六 表　(大正九年度)

第 七 表　(大正十年度)
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上 記5箇 年 間 ノ統 計 ヲ各年度 毎 ニ觀 察 スル ニ第 一 ニ蟲卵 ヲ證 明 セザル 例 ガ年度 ヲ追

ツ テ漸次 増 加 セル コ トハ注 目 ニ値 ス.之 檢 索 ガ漸 次粗 漏 ヲ來 セル結 果 トモ考 フル コ ト

能 ハザル ヲ以 テ寄 生蟲 ノ漸 減 トス ベ キカ,僅 ニ數 年 ノ統計 ヨ リ之 ヲ斷定 スル ハ早計 ナ

ラ ンモ亦 タ興味 アル所 見 ト謂 フベ シ.

更 ニ之 ヲ各寄生 蟲 ニ就 テ見 ル ニ極 メ テ稀 ニ見出 サル ル寄 生 蟲 ハ之 ヲ除外 シ,各 寄 生

蟲一般 ニ漸 次減 少 ノ傾 向 ア リ,就 中之 ハ十 二指腸 蟲竝 ニ箆 形 二 口蟲 ニ於 テ著 明 ナ リ.

即 チ十 二指腸蟲 卵 證 明頻 度 ハ19%ヨ リ12%ニ 至 リ箆 形 二 口蟲 ノ夫 ハ11%ヨ リ8%

ニ達 セ リ.

此 關係 ハ地 方衛 生上 ヨ リ見 ル モ甚 ダ興味 アル 問題 ナル ガ尚 ホ確 實 ナル判 斷 ハ之 ヲ將

來 ノ同樣 ノ統 計的觀 察 ノ結 果 ニ待 タザル可 カ ラズ.

稿 ヲ終 ル ニ臨 ミ懇 篤 ナル御指 導 ト御校 閲 トヲ忝 フ セ シ金 了教 授 竝 ニ種 々便 宜 ヲ與 ヘ

ラ レシ第 一 内科 教室原 氏,他 諸氏 ニ對 シ感 謝 ノ意 ヲ表 ス.

(本稿ハ大正12年12月 開催セヲレタル岡山醫學倉通常例會ニ於デ報告セシモノニ係ル)(14.5.25.原 稿受領)
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Kurze Inhaltsangabe.

Statistische Studien uber intestinale Parasiten

 in der Gegend von Okayama.

Von Dr. Med. Teruichi Yasutake.

Aus der I. Medizinischen Klinik, Okayama, Japan (Vorstand: Prof. Dr. Kaneko).

In unscrer ersten Medizinischen Klinik hat man bei allen ambulanten Patienten, 
soweit als irgend moglich, die Faces auf Parasiteneier untersucht, und ich habe es vorge

zogen, die Ergebnisse von 1917 bis 1922 umfassend zu betrachten.

Allgemeine Betrachtungen.

a) Es fallt auf, dass die Falle, wo der Nachweis der Parasiteneier negativ ausfielen, 

gegen solche von anderen Forschern (Horisawa, Yashida, Hayashi und Shimizu) und 
aus anderen Gegenden besonders zahlreich sind (Tabelle I). Meine Ergebnisse mit 42.4% 

waren dahin zudeuten., dass die Untersuchung weit umfassender als die der anderen 
Autoren war und deren Material aus alien Lebenslagen herstammten.

b) Was die Haufigkeit der einzelncn Arten von Parasiten betrifft, so sollen nach 
den oben genannten Forschern die Eier von Trichocephalus dispar am oftesten angetroff

en werden. Ich fand aber die Ascariseier am haufigsten, demnachst die Eier von 

Trichocephalus dispar, was mit der Angabe Shimizus ubereinstimmt.

Die Eier von Anchylostomum duodenale und Distomum spathulatum hat man wider 

Erwarten in verhaltnismassig wenigen Fallen nachgewiesen. (Tabelle II).

c) Dass Geschlecht scheint ohne Bedeutung zusein, nur ist es interessant, dass die 
harmloseren Parasites z. B. Ascaris, Trichocephalus und Oxyuris vermicularis bei Wei

bern, dagegen die schadlicheren Anchylostomen und Distomen bei Mannern vorher 

rschen, was wohl mit der haufigeren Gelegenheit der Infektion zusammenhangt.

Die an sich selteneren Bandwurmeier warden auch bei Mannern haufiger als bei 

Weibern angetroffen.

Statistische Betrachtungen nach Jahrgangen. Aus diesen Tabellen (Tabelle III, 

IV, V, VI und VII) geht hervor, dass die negativen Falle sich mit jedem Jahre zunehmen. 

Vor allem fand ich these Tendenz bei Anchylostomum duodenale und Distomum spathu

latum am deutlichsten. Die Haufigkeit fur das erstere verminderte sich von 19% auf 
12%, fur das letztere von 11% auf 8%.

Diese Verhaltnisse, die ortshigienisch sehr wichtig sind, harren zu ihrer Aufklarung 

weiterer Studien. (Autoreferat.) (Eingegangen am 25 Mai 1925.)
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